
礼文島トド島の個体数変動の推移

トド島はピークが12月～1月から11月へと早まる
利用個体数は、300頭程度と減少

（過去最大2008年の1050頭）

第1ピーク 第2ピーク
2015/9～2016/8 138（1月8日） 128（6月2日）
2016/9～2017/8 342（12月19日） ✕
2017/9～2018/９ 176（1月4日） 186（3月15日）
2018/9～2019/9 179（1月8日） ✕
2019/9～2020/8 397（11月22日） 165（5月18日）
2020/9～2021/8 382（11月7日） ✕
2021/9～2022/8 285（11月14日） 193（5月10日）

トド島全域



礼文島の課題

•トド島の個体数は冬も夏も激減→ベンサシが増加傾向？
→時系列の個体数の傾向把握のため、

本土に定点カメラ設置の必要

→トド島とベンサシの行き来の検証（発信機）？



抜海の上陸場所
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南防波堤
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左砂州

正面テトラ

右砂州

畜養右奥

•主な上陸場所は右砂州

左突堤



抜海の個体数変動の推移

12月～1月

２０１９年

２０２０年

２０２１年

抜海は、ピークが12月～1月から11月へと早まる
利用個体数は、300～400頭程度

（過去最大は140５頭：2011年11月29日）
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